
提

出

者

前

田

雄

�

平
成
十
六
年
八
月
五
日
提
出

質

問

第

六

四

号

ス
リ
ラ
ン
カ
の
南
部
ハ
イ
ウ
ェ
イ
建
設
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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ス
リ
ラ
ン
カ
の
南
部
ハ
イ
ウ
ェ
イ
建
設
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

ス
リ
ラ
ン
カ
の
南
部
ハ
イ
ウ
ェ
イ
建
設
事
業
（
以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
は
、
一
九
九
九
年
に
ア
ジ
ア
開

発
銀
行
が
約
九
十
億
円
の
融
資
を
決
定
し
、
二
〇
〇
一
年
に
は
国
際
協
力
銀
行
が
百
八
十
七
億
七
千
万
円
の
政
府
開
発
援
助
の

供
与
を
決
定
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
本
件
事
業
に
関
し
て
は
、
環
境
影
響
評
価
及
び
社
会
影
響
評
価
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、
ル
ー
ト
選
定
の
適

切
性
、
さ
ら
に
補
償
及
び
住
民
移
転
に
関
す
る
様
々
な
問
題
が
現
地
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
懸
念
の
声
を
受
け
、

ス
リ
ラ
ン
カ
首
相
は
ス
リ
ラ
ン
カ
国
内
の
高
速
道
路
事
業
に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
し
た
。
現
在
、
委
員
会
で
は
優
先
事
項
と

し
て
特
に
本
件
事
業
の
問
題
に
関
す
る
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
問
題
へ
の
対
応
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ア
ジ
ア
開
発
銀
行

に
お
い
て
は
、
現
在
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
以

下
、
「
Ｓ
Ｐ
Ｆ
」
と
い
う
。
）
が
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
る
。
一
方
、
国
際
協
力
銀
行
も
本
件
事
業
の
問
題
を
認
識
し
、
現
在

は
そ
の
解
決
に
向
け
て
調
査
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

以
上
を
背
景
に
、
次
の
事
項
に
関
し
質
問
す
る
。

一

二
〇
〇
四
年
八
月
現
在
ま
で
、
本
件
事
業
に
関
し
て
、
国
際
協
力
銀
行
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
へ
の
融
資
の
拠
出
は
行
わ

一



れ
て
い
な
い
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
か
か
る
問
題
が
解
決
さ
れ
る
ま
で
は
、
融
資
の
拠
出
は
見
送
ら
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。
こ
れ
に
関
す
る
内
閣
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

二
〇
〇
四
年
八
月
現
在
ま
で
、
本
件
事
業
に
関
し
て
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
が
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
に
対
し
て
融
資
し
た
総
額
、

日
本
政
府
が
理
解
し
て
い
る
本
件
事
業
の
総
事
業
費
、
及
び
そ
の
内
訳
を
踏
ま
え
、
融
資
が
適
正
と
考
え
る
か
ど
う
か
政
府

の
認
識
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

国
際
協
力
銀
行
は
、
現
在
、
本
件
事
業
の
環
境
影
響
評
価
及
び
ル
ー
ト
選
定
の
問
題
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の

と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ
の
調
査
期
間
、
調
査
方
法
、
分
析
手
法
の
実
状
を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
関
す
る
政
府
の
認
識
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

四

本
件
事
業
の
環
境
影
響
評
価
及
び
ル
ー
ト
選
定
に
関
す
る
調
査
は
、
現
在
、
国
際
協
力
銀
行
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。
本
件
事
業
は
、
二
〇
〇
三
年
十
月
以
前
に
融
資
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
環
境
社
会
配
慮
確
認

の
た
め
の
国
際
協
力
銀
行
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
以
下
、
「
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
の
適
用
外
だ
が
、
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
基
本
姿
勢
は
本
件
事
業
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
件
事
業
の
環
境
影
響
評
価
及
び
ル
ー
ト
選
定

に
関
す
る
調
査
に
お
い
て
も
、
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
、
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
し
た
プ
ロ
セ
ス

二



及
び
、
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
本
件
事
業
の
影
響
を
受
け
る
地
域
住
民
や
現
地
N
G
O
を
含
む
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

参
加
が
重
要
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
。
本
件
事
業
の
環
境
影
響
評
価
及
び
ル
ー
ト
選
定
に
関
す
る
調
査
に
、
ど
の
よ
う
に
地
域

住
民
や
現
地
N
G
O
を
含
む
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
参
加
を
確
保
す
る
の
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

五

国
際
協
力
銀
行
が
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
国
際
協
力
銀
行
に
よ
る
本
件
事
業
の
環
境
影
響
評

価
及
び
ル
ー
ト
選
定
に
関
す
る
調
査
結
果
は
公
開
さ
れ
、
調
査
結
果
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
付
け
、
そ
の

コ
メ
ン
ト
を
最
終
的
な
調
査
結
果
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
最
低
限
必
要
で
は
な
い
か
。

六

本
件
事
業
の
環
境
影
響
評
価
及
び
ル
ー
ト
選
定
に
関
す
る
調
査
の
結
果
は
、
当
然
、
本
件
事
業
の
実
施
に
実
際
に
反
映
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

二
〇
〇
三
年
十
二
月
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
高
速
道
路
省
は
ス
リ
ラ
ン
カ
の
地
方
役
場
と
土
地
収
用
委
員
会
に
対
し
、
「
土

地
補
償
は
、
政
府
評
価
額
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
通
達
を
出
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。
こ
こ

で
言
及
さ
れ
て
い
る
「
政
府
評
価
額
」
と
は
何
を
指
す
の
か
。
ま
た
、
そ
の
算
出
方
法
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

「
住
民
移
転
計
画
」
は
、
国
際
協
力
銀
行
は
契
約
同
意
の
条
件
と
し
て
、
ま
た
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
は
融
資
開
始
の
条
件
と

し
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
住
民
移
転
計
画
書
」
は
、
家
と
土
地
に
対
す
る
総
交
換
費
用

三



で
の
補
償
を
約
束
し
て
い
る
一
方
で
、
七
で
述
べ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
高
速
道
路
省
の
か
か
る
通
達
に
あ
る
「
政
府
評
価

額
」
は
土
地
に
対
す
る
総
交
換
費
用
を
補
償
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
高
速
道
路
省
に
よ
る
通
達
は
「
住
民
移
転
計
画
」

に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
関
す
る
日
本
政
府
の
見
解
及
び
対
応
を
示
さ
れ
た
い
。

九

ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
パ
ラ
グ
ラ
フ
十
二
に
よ
る
と
、

S
P
F
は
異
議
申
立
受
付
か
ら
四
十
九
日
以
内
に
再
調
査
及
び
評
価
の
報
告
書
を
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
総
裁
に
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
期
限
に
関
す
る
例
外
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
十
三
の
記
載
事
項
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

件
事
業
に
お
い
て
S
P
F
が
期
限
延
期
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
首
相
が
設
置
し
た
委
員
会
の
中

間
報
告
書
の
完
成
で
あ
る
た
め
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
十
三
の
例
外
事
項
に
は
該
当
せ
ず
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
違
反
し
て
い
る
。

本
来
、
S
P
F
は
、
国
内
の
各
種
手
続
き
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
則
っ
て
適
切
に
進
め
ら
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
日
本
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


